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石川　大

開設の目的・概要　等

　近年、腸内細菌叢の乱れ(dysbiosis)と様々な疾患との関連が明らかになっており、dysbiosisを改善し、健康な腸内細菌叢の再生を目的とした便移植療法(FMT)が副作用の少ない細菌学的

治療として注目が集まっている。順天堂大学消化器内科腸内細菌研究グループは潰瘍性大腸炎(UC)に対して有効なFMTプロトコールの確立をめざし、抗菌剤療法併用FMT(Antibiotic FMT:

A-FMT)の臨床研究を世界に先駆けて開始した。UC患者約200例の臨床、腸内細菌データから約70%の高い奏効率が腸内細菌叢(特にBacteroidetes)の変化と関連し、抗菌剤治療との併

用が効率的な腸内細菌移植に貢献していることを明らかにした。新たな治療戦略として注目を受ける中、メタジェンセラピューティクス社による安全な腸内細菌叢溶液の製造・提供システムの構築が進

み、2023年から先進医療での更なる実装化の展開を見据えている。

　本研究講座では安全で効果的なA-FMTを実装化することを目的とする。さらに、臨床研究を通して質の高い臨床評価と腸内細菌叢データを蓄積し、治療効果の向上や、創薬への道筋も模索してい

く。
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Dietary-protein sources modulate host susceptibility

to Clostridioides difficile infection through the gut

microbiota

Cell Rep. 40: 111332, 2022
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AIBD2022、Orlando, Florida、2022年12月5日
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第24回日本高齢消化器病学会総会、からすま京都ホテル、2022

年7月15日～16日
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2 石川　大、永原　章仁 腸内細菌移植療法の現状と展望

第46回日本小児皮膚科学会学術大会、グランドニッコー東京ベイ

舞浜、2022年7月2日～3日
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3 石川　大、永原　章仁 腸内細菌叢移植の現状と展開

第26回腸内細菌学会学術集会、タワーホール船堀、2022年7月

7日～8日
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5 野村 慧 潰瘍性大腸炎に対する治療選択 第488回御殿場市医師会学術講演会、2022年10月19日


